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■□■編 集 後 記 ■□■
「この世に生き残る生き物は、最も力の強いものでも最も頭のいいものでもない、それ
は変化に対応できる生き物だ」というダーウィンの言葉や、イタリア映画「山猫」に出て
くる「変わらず生きるためには、変わらなければいけない 0た must change tO remain
the same)」というセリフを、演説に引用している政治家(たち)が話題になっています。
「現状を保つためには変わるしかない」と言いながら、進化 。発展を暗に肯定しているの
でしょっか。
だからというわけではありませんが、今回お届けする『大阪大学留学生センター研究論
集 多文化社会と留学生交流』第10号は、継続性を保ちながら変化をカロえた産物になり
ました。表紙は緑色から大阪大学カラーの青色になり、紙面のサイズがB5版から公式文
書対応のA4版になり2段組み人と、装いを一新しました。さらに、今回は大阪大学留学
生センターの1年の活動が一望できる「年報」と「日本語プログラム外部評価」を付録と
して添えました。全206ページというペニジ数の多さもさることながら、格段にバラエティ
に富んだ内容となっています。
今回の論集には、厳正な査読を経た学術論文3編と、研究ノー ト3編、実践報告4編、
調査報告2編が掲載されており、その中には英語による原稿が1編含まれています。研究
内容は、日本語教育、留学生教育・留学交流にとどまらず、異文化交流や地域社会との協
働などをテーマにした研究内容も含まれ、幅広い研究分野にわたらています。
留学生センターが学内共同教育研究施設であるという特色を発揮 して、留学生センター
の教員のみならず、広く学内の関係部局の教員や大学院生からも投稿していただき、さら
に留学生センター外の先生にも査読作業にご協力いただきました。みなさまがたに、謹ん
でお礼を申し上げます。(KH)
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